
新年度のスタートにあたって 

校長 村山 大介  

令和８年度のスタートにあたり、日頃より港特別支援学校の教育活動に御理解と御協力を賜っておりますことに、心

より御礼申し上げます。このたび 13年ぶりに本校に戻り、校長として再びこの学校に勤務できることを、大変感慨深

く受け止めております。 

 13 年前と比べると、品川駅周辺の街並みは大きく変化し、地域は一層活気に満ちた姿へと発展しています。そのよ

うな中にあっても、本校が大切にしてきた「一人一人の生徒を大切にする教育」は、今も変わることなく受け継がれて

おり、改めて本校のよさと意義を実感しています。 

 これまで港特別支援学校での勤務経験に加え、前任校である葛飾特別支援学校においても、教育活動や学校経営に携

わってまいりました。そこで得た多くの学びや経験を生かし、本校の強みを大切にしながら、教職員一人一人が力を発

揮できる学校づくりに取り組んでいきたいと考えております。 

 また、本校は将来的に校舎改築を予定しており、数年後には仮校舎への移転も控えています。現時点では、生徒が安

心して日々の学校生活を送れるよう、安定した教育環境を整えることを第一に、計画的な準備を進めてまいります。 

 特に高等部においては、卒業後、地域社会の一員として自立し、活き活きと生活できる力を育むことを目標に、学習

活動や進路指導の充実を図ってまいります。 

生徒一人一人の可能性を大切にし、その力が社会の中で生かされるよう、丁寧な支援を続けてまいります。 

 保護者の皆様、地域の皆様と手を携えながら、港特別支援学校がこれからも信頼され、愛される学校であり続けられ

るよう、教職員一同、全力で取り組んでまいります。 

本年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

【令和 8年度】 

普通科生徒数（学級数） 

1学年 83名（12学級）  2学年 64名（10学級）  3学年54名（8学級） 

職能開発科生徒数（学級数） 

1学年 20名（2学級）   2学年 20名（2学級）   3学年20名（2学級） 
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    令和８年４月６日（月） 

東京都立港特別支援学校長 

    村山 大介 

No.１ 

 

東京都立港特別支援学校 学校だより 

新年度のごあいさつ 

副校長 加部 務  

新入生の皆さん、御入学おめでとうございます。そして、２・３年生の皆さん、御進級おめで

とうございます。このたび、副校長として着任いたしました、加部 務（かべ つとむ）と申しま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

さて、令和八年度がスタートしました。この時期は、新たな環境へと踏み出す生徒の皆さんに

とって、大きな期待とともに、不安もあることと思います。教職員一同、生徒一人一人の歩みに

寄り添いながら、安心して学び、成長できるよう支えてまいります。そして、港特別支援学校の

「元気」「根気」「勇気」の校訓のもと、教育活動の一層の充実に努めてまいります。 

保護者の皆様、地域・関係機関の皆様におかれましては、今年度も本校の教育活動への御理解

と御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 


